
（
１
）

（
２
）

青
洲
が
手
術
を
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
乳
癌
患
者
に
つ
い
て
は
、
呉
秀
三
の
著
書
や
森
慶
三
ら
の
著
書
に
収
録
す
る
所
の
「
乳
巌
姓
名
録
」

（
以
下
「
姓
名
録
」
）
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
な
お
右
の
「
姓
名
録
」
と
は
多
少
異
な
っ
た
和
歌
山
医
科
大
学
に
保
存
さ
れ
る
「
乳
岩
姓
名
録
」

（
１
）

の
存
在
が
知
ら
れ
て
お
り
、
現
在
筆
者
が
検
討
中
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
呉
の
著
書
の
「
乳
巌
姓
名
録
」
に
準
拠
し
て
論
を
進
め
る
。

（
岸
、
）
ｆ
ｊ
（
８
）

右
の
姓
名
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
年
月
日
が
必
ず
し
も
正
確
に
手
術
日
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
第
一
例
目
の
藍
屋
利
兵
衛
の

母
か
ん
の
場
合
に
も
当
て
は
ま
る
が
、
も
う
一
つ
関
心
を
寄
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
患
者
が
術
後
ど
れ
く
ら
い
経
っ
て
か

ら
死
亡
し
た
か
で
あ
る
。

（
１
）
～
（
４
）

華
岡
青
洲
（
三
代
随
賢
）
の
業
績
は
何
と
い
っ
て
も
麻
沸
散
投
与
に
よ
る
全
身
麻
酔
下
で
、
そ
れ
ま
で
不
可
能
で
あ
っ
た
多
種
の
手
術
を
施

行
し
た
こ
と
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
就
中
胄
洲
が
関
心
を
寄
せ
た
の
は
乳
癌
な
い
し
乳
房
腫
瘍
に
対
す
る
手
術
で
あ
り
、

（
５
）
～
（
７
）

だ
か
ら
こ
そ
麻
沸
散
投
与
に
よ
る
最
初
の
症
例
は
、
五
条
駅
の
藍
屋
利
兵
衛
の
母
か
ん
に
対
す
る
乳
癌
の
手
術
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
広
く
人

口
に
膳
炎
し
て
い
る
。

は
じ
め
に

地
蔵
寺
過
去
帳
に
よ
る
華
岡
青
洲
の

乳
癌
手
術
患
者
三
名
の
死
亡
年
月
日

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
四
巻
第
四
号

平
成
十
年
十
二
月
二
十
日
発
行松

木
明

平
成
九
年
十
二
月
二
十
二
日
受
付

平
成
十
年
六
月
二
十
六
日
受
理

知
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宿
葺
毛
に
巷
仙
鳴
４
｜
皇
屋
恥
斐

（
Ⅲ
）

査
し
た
が
、
徒
労
に
終
わ
っ
た
。

（
９
）

こ
れ
ま
で
に
一
五
○
名
余
の
手
術
を
受
け
た
乳
癌
患
者
の
中
で
、
そ
の
死
亡
年
月
日
が
特
定
出
来
た
の
は
、
筆
者
の
研
究
に
よ
る
わ
ず
か

二
名
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
こ
の
種
の
研
究
が
い
か
に
困
難
を
極
め
る
か
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
事
実
一
九
九
七
年
九
月
下

旬
、
筆
者
は
香
川
県
小
豆
島
に
数
日
間
滞
在
し
、
小
豆
島
出
身
で
青
洲
に
乳
癌
の
手
術
を
受
け
た
三
名
（
計
四
回
の
手
術
）
に
つ
い
て
鋭
意
調

地
蔵
寺
は
青
洲
旧
宅
さ
ら
に
は
華
岡
家
の
螢
域
に
近
い
西
野
山
共
同
墓
地
に
あ
り
、
現
在
は
無
住
と
な
っ
て
い
る
。
最
近
那
賀
町
西
野
山

地
区
の
集
会
所
が
寺
に
向
っ
て
右
手
に
新
た
に
建
て
ら
れ
、
地
蔵
寺
と
は
廊
下
で
結
ば
れ
て
い
る
。
無
住
と
な
っ
た
た
め
地
蔵
寺
の
過
去
帳

は
現
在
同
じ
宗
派
の
粉
河
町
馬
宿
（
う
ま
や
ど
）
の
西
光
寺
森
大
耕
師
の
管
理
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
筆
者
は
那
賀
町
教
育
委
員
会
の

御
協
力
と
藤
田
師
の
御
好
意
に
よ
っ
て
右
の
過
去
帳
を
調
査
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

「
過
去
帳
名
手
庄
西
之
山
邑
」
と
題
す
る
過
去
帳
は
二
冊
あ
り
、
巻
一
は
凡
慶
安
年
代
か
ら
享
和
年
代
ま
で
、
巻
二
は
大
略
寛
政
年
代

か
ら
明
治
初
年
に
至
る
法
名
を
記
載
し
て
い
る
。
両
巻
共
、
各
家
系
毎
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
巻
二
の
末
尾
欄
外
に
写
真
１
に
示
す
よ
う

に
「
こ
の
人
た
ち
は
華
岡
医
院
に
入
院
」
と
後
の
時
代
に
な
っ
て
墨
書
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
記
述
が
あ
り
、
そ
の
上
の
欄
内
に
十
四
人
の

法
名
、
残
年
月
日
、
俗
名
な
ど
が
披
見
さ
れ
る
。
そ
れ
と
は
別
に
写
真
２
，
３
、
に
示
す
よ
う
に
二
枚
の
張
り
紙
が
付
さ
れ
て
お
り
、
上
の

張
り
紙
に
は
六
名
、
下
の
張
り
紙
に
も
六
名
の
法
名
、
残
年
月
日
、
住
所
、
俗
名
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
第
一
枚
目
の
張
り
紙
（
写
真
２
）
の
二
人
目
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

今
回
以
前
か
ら
探
し
求
め
て
い
た
和
歌
山
県
那
賀
町
の
地
蔵
寺
の
過
去
帳
を
披
見
す
る
機
会
を
得
、
そ
れ
に
よ
っ
て
新
た
に
三
名
の
患
者

の
死
亡
年
月
日
を
確
定
で
き
た
の
で
報
告
す
る
。

二
、
地
蔵
寺
の
過
去
帳
に
披
見
さ
れ
る
三
名
の
患
者
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智
月
妙
恵
信
女
天
保
二
辛
卯
年
四
月
十
七
日

備
中
玉
嶋
爪
崎
村

（
１
）

こ
の
人
物
は
呉
の
著
書
に
収
録
す
る
所
の
「
乳
巌
姓
名
録
」
の
中
、
末
尾
か
ら
十
四
人
目
の
「
天
保
二
歳
四
月
九
日
二
来
ル
備
中
浅
口

郡
玉
嶋
村
爪
崎
吉
助
妻
（
行
年
三
十
九
歳
匡
と
同
一
人
物
で
あ
る
。
過
去
帳
に
は
「
浅
口
郡
」
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
氏
名
、
年
齢
の

記
述
も
な
い
。
さ
ら
に
「
乳
巌
姓
名
録
」
に
見
ら
れ
る
「
玉
嶋
村
」
の
「
爪
崎
吉
助
」
の
妻
で
あ
る
こ
と
も
記
述
が
な
く
、
過
去
帳
に
は
単

に
誤
っ
て
「
玉
嶋
爪
崎
村
」
と
地
名
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
地
蔵
寺
の
住
職
が
「
玉
嶋
村
」
の
「
爪
崎
吉
助
」
を
過
去
帳
の
記
載

の
よ
う
に
聞
い
て
記
入
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
死
亡
者
が
地
元
の
人
間
で
な
く
、
遠
く
「
備
中
」
と
い
う
遠
隔
地
か
ら
来
た
患
者
で
あ

っ
た
た
め
と
思
わ
れ
、
「
乳
癌
患
者
」
で
あ
っ
て
、
過
去
帳
の
「
信
女
」
と
一
致
す
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
十
分
に
理
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
枚
目
の
張
り
紙
の
第
一
番
目
に
は
次
の
通
り
記
さ
れ
て
い
る
。

清
月
知
光
信
女
文
政
十
二
年
丑
十
月
八
日

阿
州
名
庄
郡
重
松
村
三
喜
太
姉

「
過
去
帳
」
と
「
乳
巌
姓
名
録
」
の
記
述
は
、
前
者
で
は
住
所
が
「
名
庄
郡
」
、
氏
名
が
「
三
喜
太
姉
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後

者
で
は
各
々
「
名
西
郡
」
、
「
三
木
太
妹
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
庄
」
と
「
西
」
、
「
姉
」
と
「
妹
」
と
両
者
に
違
い
が
あ
る
も
の
の
同
一
人
物
と

見
て
間
違
い
な
い
。
な
お
郡
名
に
関
し
て
は
正
し
く
は
「
名
西
郡
」
で
あ
る
。

「
乳
嚴
性
名
録
」
の
末
尾
か
ら
十
七
番
目
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

文
政
十
二
年
九
月
晦
日
（
附
落
）
阿
州
名
西
郡
茂

松
村
三
木
太
妹
（
核
重
三
銭
五
厘
）
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穫
で
あ
る
。

法
輪
妙
説
大
姉
天
保
二
辛
卯
年
四
月
十
一
日

尾
州
律
嶋
横
町
松
原
貞
碩
妻
俗
名
通
那

こ
の
人
物
は
「
乳
巌
姓
名
録
」
の
末
尾
か
ら
十
八
番
目
の
「
文
政
十
三
庚
寅
年
三
月
二
日
尾
州
津
島
松
原
定
碩
妻
（
行
年
三
十
四
。

核
呈
九
銭
五
厘
」
と
あ
る
人
物
と
見
て
差
し
支
え
な
い
。
「
乳
巌
姓
名
録
」
中
の
「
津
嶋
」
は
「
律
嶋
」
、
「
定
碩
」
は
「
貞
碩
」
と
な
っ
て
い

る
も
の
の
、
こ
れ
ま
た
単
純
な
誤
記
と
見
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。
名
前
に
関
し
て
は
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
過
去
帳
の
記
載
の
方
が
正
し
い

か
も
知
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
か
が
正
し
い
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
過
去
帳
に
よ
っ
て
俗
名
が
「
通
那
」
（
っ
な
）
と
判
明
し
た
こ
と
は
収

以
上
の
三
名
は
残
年
月
日
か
ら
考
え
て
も
胄
洲
の
残
し
た
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
以
前
で
あ
り
、
青
洲
に
直
接
手
術
を
受
け
た
か
、
例
え
刀５

間
接
的
で
あ
っ
て
も
、
青
洲
に
手
術
を
受
け
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

「
乳
嚴
姓
名
録
」
の
日
付
は
、
必
ず
し
も
手
術
日
で
な
い
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
手
術
か
ら
死
亡
ま
で
の
期
間
は
、
こ
れ
ま
で

判
明
し
て
い
た
二
名
に
つ
い
て
は
、
藍
屋
か
ん
の
約
四
ヶ
月
、
文
化
六
年
（
一
八
○
九
）
五
月
二
十
四
日
に
手
術
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
勝
股

元
碩
の
妻
（
文
化
九
年
六
月
二
十
三
、
残
）
は
約
三
年
で
あ
る
。
も
し
仮
に
「
乳
巌
姓
名
録
」
に
あ
る
日
を
手
術
日
と
仮
定
し
た
場
合
、
死
亡

ま
で
の
期
間
は
、
三
喜
（
木
）
太
姉
（
妹
）
の
場
合
、
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
九
月
晦
日
か
ら
同
年
十
月
八
日
ま
で
の
一
ヶ
月
と
八
日
、

松
原
貞
（
定
）
碩
の
妻
の
場
合
は
文
政
十
三
年
（
一
八
三
○
）
三
月
二
日
か
ら
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
四
月
十
一
日
ま
で
の
一
年
一
ヶ
月
と
九

日
、
吉
助
の
妻
の
場
合
は
、
天
保
二
年
二
八
三
一
）
四
月
九
日
か
ら
同
年
四
月
十
一
日
と
わ
ず
か
二
日
で
あ
る
。

同
じ
く
二
枚
目
の
張
り
紙
の
末
尾
に
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

三
、
手
術
施
行
か
ら
死
亡
ま
で
の
期
間
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和
歌
山
県
那
賀
町
の
地
蔵
寺
の
過
去
帳
を
調
査
し
た
結
果
、
「
乳
巌
姓
名
録
」
に
記
さ
れ
て
い
る
患
者
の
中
「
松
原
定
碩
妻
」
、
「
三
木
太

妹
」
と
「
爪
崎
吉
助
妻
」
の
三
人
の
残
年
月
日
が
確
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
青
洲
ら
に
よ
っ
て
乳
癌
手
術
を
受
け
た
患
者
一
五
○
余
名

の
中
、
死
亡
年
月
日
が
確
定
し
た
の
は
五
名
と
な
っ
た
。

と
く
に
最
後
の
吉
助
の
妻
の
場
合
「
乳
巌
姓
名
録
」
に
は
「
四
月
九
日
二
来
ル
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
日
が
初
診
日
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
が
、
二
日
後
の
翌
十
一
日
に
死
亡
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
手
術
を
受
け
た
も
の
の
全
身
麻
酔
か
ら
覚
醒
し
な
い
で
死
亡
し
た

可
能
性
が
高
い
。
恐
ら
く
極
め
て
進
行
し
た
乳
癌
の
た
め
、
敢
え
て
緊
急
的
に
手
術
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
「
乳
巌
姓
名
録
」
の
「
文
政
九
壬
申
年
四
月
十
四
日
備
中
倉
敷
庄
太
八
妻
」
の
部
の
張
札
に
「
天
保
二
年
四
月
九
日
。
同
国
浅
口
郡

玉
島
村
吉
助
卜
云
者
之
妻
患
二
乳
岩
一
・
来
テ
治
ヲ
乞
う
。
先
生
二
語
ル
。
日
「
此
太
八
ナ
ル
者
之
妻
乳
岩
根
治
。
而
今
二
至
テ
強
壮
ニ

オ
ワ在

ス
」
卜
云
ヘ
リ
。
実
二
奇
哉
」
と
あ
る
。
こ
の
記
録
を
読
む
限
り
、
進
行
し
た
乳
癌
で
即
刻
手
術
を
施
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
で

は
あ
っ
た
も
の
の
、
「
先
生
二
語
ル
」
と
言
う
文
面
か
ら
は
患
者
が
元
気
に
「
太
八
妻
」
の
健
在
で
あ
る
こ
と
を
冑
洲
に
伝
え
て
お
り
、
こ
の

こ
と
は
取
り
も
な
お
さ
ず
、
吉
助
の
妻
の
全
身
状
態
が
非
常
に
悪
か
っ
た
訳
で
は
な
い
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
四
月
九
日

に
初
診
を
受
け
、
翌
十
日
に
手
術
を
受
け
た
も
の
の
、
全
身
状
態
が
悪
化
し
て
、
全
身
麻
酔
か
ら
覚
醒
し
な
い
ま
ま
翌
十
一
日
に
死
亡
し
た

に
初
診
を
受
け
、

可
能
性
が
高
い
。

文
献

（
１
）
呉
秀
三
『
華
岡
胄
洲
光
生
及
其
外
科
』
吐
鳳
堂
、
東
京
、
一
九
二
三
（
大
正
十
二
年
）

（
２
）
森
慶
三
、
市
原
硬
、
竹
林
弘
編
「
医
聖
華
岡
青
洲
」
医
聖
華
岡
青
洲
顕
彰
会
、
和
歌
山
市
、
一
九
五
四
（
昭
和
三
九
年
）

（
３
）
南
圭
三
『
華
岡
胄
洲
」
和
歌
山
県
那
賀
町
、
一
九
七
三
（
昭
和
四
七
年
）

四
、
お
わ
り
に
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（
皿
）
筆
者
は
災
害
、
戦
災
な
ど
の
被
害
が
少
な
い
香
川
県
小
豆
島
に
注
目
し
た
。
青
洲
に
治
療
を
受
け
た
忠
者
は
左
に
記
す
よ
う
に
三
人
い
る
。

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
４
）
松
木
明
知
「
近
代
麻
酔
科
学
を
創
っ
た
華
岡
青
洲
ｌ
痛
み
と
の
闘
い
の
歩
み
ｌ
」
「
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル
」
臨
時
増
刊
号
、
一
二
○
～
一
二
三
頁
、

文
化
八
年
九
月
三
十
日
「
、
堂

の
記
載
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

平
野
屋
平
七
内

文
化
八
年
閏
二
月
一
二
日
讃
州
小
豆
島

平
野
屋
平
七
内

文
化
十
一
年
九
月
八
日
讃
州
小
豆
島

橘
村
渭
左
衛
門
内

文
化
十
二
年
六
月
五
日
讃
州
小
豆
島
宝
村

長
太
夫
妻

し
か
し
菩
提
寺
が
特
定
出
来
な
い
こ
と
や
特
定
で
き
て
も
過
去
帳
が
焼
失
し
た
り
紛
失
し
た
り
し
て
い
る
た
め
、
右
の
四
件
三
人
の
患
者

の
死
亡
年
月
日
は
不
明
で
あ
る
。
但
し
平
野
屋
平
七
の
妻
は
現
在
の
小
豆
島
見
目
村
歓
喜
寺
の
過
去
帳
に
は
披
見
さ
れ
ず
、
夫
と
思
わ
れ
る

文
化
八
年
九
月
三
十
日
「
心
善
浄
空
ミ
メ
平
七
事
」
と
、
娘
と
思
わ
れ
る
「
文
化
十
一
年
八
月
二
十
日
ヲ
テ
ル
童
女
ミ
メ
平
七
娘
事
」

文
化
七
年
讃
州
小
豆
島
見
目
村

松
木
明
知
「
華
岡
青
洲
と
藍
屋
利
兵
衛
の
母
」
「
日
本
医
事
新
報
」
二
四
六
七
号
、
一
二
○
頁
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
年
）

松
木
明
知
「
華
岡
青
洲
と
全
麻
下
乳
癌
手
術
の
期
日
」
『
麻
酔
」
一
二
巻
三
号
、
三
○
○
～
三
○
一
頁
、
一
九
七
三
年
（
昭
和
四
七
年
）

冨
胃
呂
言
シ
“
弓
言
○
日
吊
具
呂
討
○
岸
冨
陣
降
將
口
角
巴
四
国
醗
吾
隅
国
辱
い
西
曽
国
巳
畠
．
シ
扁
降
言
望
○
さ
喝
ぢ
ふ
＄
》
ら
国

宗
田
一
「
華
岡
青
洲
の
乳
ガ
ン
手
術
記
録
に
つ
い
て
」
『
科
学
医
学
資
料
研
究
」
四
五
号
、
四
～
五
頁
、
一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
年
）

松
木
明
知
「
藍
屋
佐
兵
衛
の
妻
と
勝
股
元
碩
の
妻
ｌ
胄
洲
の
乳
癌
患
者
に
つ
い
て
ｌ
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
一
巻
二
号
、
二
二
二
～
二
二

三
頁
、
一
九
九
五
（
平
成
七
年
）

一
九
九
三
（
平
成
五
年
）

（
弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
）

507 (59）



四
ｃ
ｍTheDeathDatesofSeishuHanaoka'sThreePatientswithBreast

CancerIdentifiedbyJizoji'sBurialRecords.

byAkitomoMATSUKI

Almostallthedeathdatesofaboutl50patielltswithbreastcancerwhounderwentSeishuHanaoka's

surgicaltreatmentremainunclarified,exceptforKanAiya,whodiedonFeb23,1805andthewifeof

GensekiKatsumata,whopassedawayonJune23,1812.

Inl9971madeadetailedsurveyoftwovolumesoftheburialrecordsofJizoji'stempleofNakacho,

Wakayama-prefectureandfoundtheposthumousnamesanddeathdatesofthreepatientswhosenames

arefoundin"Nyugan-Seimei-Roku"(TheNameListsofPatientswithBreastCancer)inthelastpageonthe

volumetwo.

Theyare:1)Mikita'syoungersister,whodiedonOct.8,1829,2)TeisekiMatsubara'swife,who

diedonAprill2,1831,and3)Yoshisuke'swife,whopassedawayonAprill7,1831.Accordingtothese

dates,estimatedperiodsbetweensurgeryanddeathwere38daysforMikita'ssister,lyearlmonthand

9daysforMatsubara'swifeandonlytwodaysforYoshisuke'swife.

Thedeathdatesoffivepatientsoutofaboutl50femalepatientswhosenamesappearedinthe

"Nyugan-Seimei-Roku''havebeenconfirmedsofar.

（
（
）
ｃ
）


